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沖
永
良
部
の

「国
頭
字
誌
」
に

よ
る
と
、
１
９
７
７
年
に
国
頭

（字
）
村
づ
く
り
委
員
会
が
設
立

さ
れ
た
。
以
来
、
豊
か
な
村
づ
く

り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
。

９２
年
１１
月
、
全
国
農
林
水
産
祭

の

「村
づ
く
り
部
門
」
で
国
頭
村

づ
く
り
委
員
会
が
天
皇
杯
を
受
賞

し
た
。
奄
美
群
島
初
で
あ
り
、
続

い
て
２
０
０
２
年
に
は
知
名
町
の

正
名
字
が
天
皇
杯
を
受
賞
し
た
。

国
頭
字
が
受
賞
し
た
理
由
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
。
１
９
９
１
年
の
農

業
粗
生
産
額
は
１
戸
当
た
り
８
４

３
万
円
で
県
下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
。
厳
し
い
自
然
の
中
、
生
産
向

上
を
図
る

一
方
、
ユ
イ

（共
同
作

業
）
に
象
徴
さ
れ
る
老
若
男
女

一

体
と
な

っ
た
農
業

へ
の
取
り
組
み

や
情
熱
、
年
に
２
、
３
人
の
若
者

が
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
く
る
魅
力
的
な

村
づ
く
り
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

私
も
同
感
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
状
況
は
、
今
日
ま
で
続
い
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
沖
永
良
部
で

２
つ
の
字
が
日
本

一
に
輝
い
た
こ

村
づ
く
り
日
本

と
は
、
島
民
の
誇
り
で
あ
る
。

２
０
１
３
年
１１
月
に
は
、
村
づ

く
り
天
皇
杯
受
賞
２０
周
年
記
念
行

事
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
農
業
の
現
状
を
調

べ
た
っ
上
層
農
家
を
当
時
と
比
較

し
た
。
７
０
０
万
円
以
上
販
売
農

西
村

富
明

（沖
永
良
部
国
頭

・
西
村
書
斎
主
宰
）

家
、
つ
ま
り
上
層
農
家
が
、
１
９

９
０
年
に
は
国
頭
は
３‐
農
家
で
和

泊
町
の
３６
％
を
占
め
て
い
た
。
２

０
１
０
年
の
国
頭
の
上
層
農
家
は

６４
戸
で
、
和
泊
町
の
２７

・
４
％
を

占
め
て
い
る
。
こ
の
比
較
か
ら
、

現
在
で
も
国
頭
の
農
業
は
、
和
泊

町
の
農
業
を
け
ん
引
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

国
頭
字
は
現
在
も

「住
み
良
い

字
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
新
し
い
行
事
が
３
つ
も
誕
生

し
た
。
１

つ
は
ピ
ン
ピ

ン
サ

ロ

ン
。
高
齢
者
の
語
り
の
場
と
し
て

月
１
回
体
を
動
か
し
、
歌
を
歌

っ

て
１
０‐
０
円
の
参
加
費
で
茶
菓
を

準
備
し
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽

し
く
語

っ
て
い
る
。
２
つ
目
は
十

五
夜
祭
り
。
旧
暦
の
９
月
１５
日

に
、
字
民
が

一
重

一
瓶
で
岬
神
社

に
集
ま
り
ず
五
穀
豊
穣
を
祝
う
。

き
れ
い
な
お
月
さ
ん
を
眺
め
な
が

ら
飲
む
黒
糖
焼
酎
は
お
い
し
い
。

３
つ
目
は
、
８１
月
１
日
の
表
忠
碑

で
の
慰
霊
祭
。
戦
没
者
の
遺
族
と

字
民
が

一
体
と
な

っ
て
、
平
和
を

願
い
慰
霊
祭
を
行

っ
て
い
る
。
こ

れ
も

一
重
二
瓶
持
参
で
あ
る
。

最
後
に
、
字
民
の
自
力
で

「国

頭
字
誌
」
（

「国
頭
小
学
校
創
立

１
０
０
周
年
記
念
誌
」
、

「国
頭

芸
能
の
あ
ゆ
み
」
等
を
刊
行
し
た

実
績
も
た
た
え
た
い
。


